
に
於
て
は
、
培
養
期
間
永
き
も
の
か
な
ら
守
し
も
強
き
毒
作
用
品
匂
示
さ
v
h
v
き
。
是
等
の
現
象
さ
雄
被
の
水
素
4
オ
ン
過
度
史
じ
法
透
毘
さ

の
間
ζ
‘
何
等
か
の
因
果
幽
関
係
な
き
ゃ
を
知
ら
ん
さ
敏
し
、
水
素
イ
才
ン
埠
度
は
、
坂
野
弐
水
素
4
す
シ
瀧
度
測
定
器
に

τ、
見
法
蓮
盤
は

田
更
し
国

g
h，m
z
の
襲
置
に
て
溶
液
の
氷
鈷
降
下
を
測
定
し
、
こ
れ
よ
り
法
遺
墨
な

2
2完
目
的
民
の
表
に
よ
h
v
て
算
出
せ
し
心
、
直
接
の

因
果
闘
係
そ
認
め
得

5
り
き
。胡

麻
の
細
菌
病
菌
(
句
、
札
-vV旬
、
さ
.
)
三
煙
草
の

立
枯
病
菌

(
h
R
N
旬
、
い
ミ
ミ
ミ
ミ
N
)

及
胡
白
川
の

斑
駐
病
菌
(
句
、

h
n
Sおさ
r
s
b
N
)

さ
の
比
較

九
州
帝
国
大
事
敢
授

農
事
博
士

費

五

js 

中

田

従
来
胡
麻
な
胃
す
細
菌
さ
し
て
知
ら
れ
た
る
も
の
じ
は
切
F
b
s自
主
・
』

r
R
句

ssh令
初
め
さ
し
て
凶
邑

-
E
S
5
3器
及

N
w
a
a
F

量
百
富
島
£

a

等
が
あ
り
ま
す
。
其
の
内
に
て
匂
2
・
hazs.
は
.
黄
色
細
菌
で
且
つ
周
生
鞭
宅
を
有
す
る
が
た
め
じ
、
他
の
-
一
一
菌
さ
は
窓
易

に
匝
別
す
る
こ
さ
が
出
来
る
が
.

』
w
S
E
E
-
均一

a-ghassss
及
』

E
-
R富
君
主
由

の
三
菌
は
、
何
叫
・
も
白
色
乃
至
灰
色
の
細
菌

で
極
宅
金
省
し
、
其
の
聞
の
臨
別
は
極
め
て
不
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。

元
来
此
等
の
菌

ω由
来
を
見
合
い
、
』
別
室
・
品
ぎ
ま
は
玄
〉
F
R
O
司
司
じ
よ
り
ま
K
1
9・
の

胡
臓
の
細
菌
宥
薗
戸

E
n
f
r
z
E
O
と
煙
車
の
立
枯
病
弱

2wnH・
S
F
E
E
Z
E
E〉

及
胡
麻
の
漉
掛
闘
病
曲
悶

C
E
n
y
m
S
B
E
T
o
-
-〉
と
の
比
叡

m
p
-
2
0
じ
て
輩
見
せ
ら
れ
突
で
師
究
命

二
六
=
一



紛
臓
の
細
菌
術
商

F
F
a・
ω
a
p
E
C
と
煙
阜
の
立
佑
病
菌

F
g
h
a・
8
5
2
2
z
a
g
v

E
m
胡
耐
の
斑
動
病
菌
ハ

g
p
a
-
m
g
p
s
z
o
-
2
と
の
辻
絞

名
せ
ら
れ

K
る
も
市
戸
、
凶

a
邑

2
2
2
は
き
岡
-
Z

二
六
回

に
よ
hv
馨
箱
、
掲
鈴
書
法
昨
閉
じ
て
後
見
せ

U

れ
吹
で

=
c
Z
M
Z
C
 
に
よ
hv

相
臨
eq胃
す
ニ
さ
そ
す
置
せ
ら
れ
し
も
の
、
出
削

は
湖
一五
滑
諸
氏
じ
よ
り
九
州
及
朝
鮮

ω各
地
に
得
突
で
研
究
命
名
せ
ら

h
r
R
・
a=SEa

れ
た
る
も
の
で
あ
。
&
す
。

新
樺
に
以
上
の
一
一
-
箇
は
失
L
H

圃
そ
異
に
し
て
壁
見
セ
ら
品
、
叉
各
局
異
り
に
る
人
に
よ
り

τ軒
究
せ
ら
れ
た
る
開
係
か
.
批
等

ω異
閉
じ

航

τは
種
々
な
る
蟻
愉
ず
か
あ
り
又
憶
説
が
・
あ
h

り
ま
す
。

先

及

は
.
各
別
・
μ

そ
研
究
し
て
.

さ
同

匂

a・
hrzz
は

』

wgRF
亘
書
皇

Eets

切
〕
'
H
H
『

』

同

出
。
Z
戸
官
。

匂

a
-
E
S
E
S司
da

一
な
る
べ
し
さ
推
定
し
.
私
も
亦
夫
の
正
官
な
る
こ
さ
そ
裏
醤
し
て
お

O
ま
す
。
然
る
に
回
目

-zzpの
〉
吋
〉
Z
O
ω
C
司
司
は
、
』
唖
g
a
h叫

S
喜
.

の
原
菌
よ
り
憎
し
て
、

さ

匂

a-aasaga器
さ
の
異
る
べ
き
を
主
張
し
、
前
後
三
回
に

E
り
私
じ

匂

a'h
叫

S
ま

』

N
S
F
h叫

E
s
a

原
菌
さ
栂
す
る
も
の
を
分
奥
し
ま
し
た
。

又
一
方
に
瀬
一
万
氏
は
、
胡
嵐
よ
り
一
種
の
病
原
細
菌
h
q
分
躍
し
、
之
れ
は
病
徴
よ

hυ
同
情
し
て

E
a・
匂

g
s.の
夫
れ
さ
異
る
も
の
が
あ

0
.
叉
菌

ω性
質
よ
り
見
て

の
夫
九
三
異
る
勤
が
・
あ
り
さ
し
て
‘
新
種
さ
見
倣
し
既
漣
の
相
〈

』

Ha・
き
宮
望

5
3
5

切
員
・
昆
盟
主
再
且
白

ざ
命
名
し
ま
し
た
。

私
は
従
来
』
N
g
R
絵
里
乞

さ
同
一
種
で
か

0
.
叉
-

iま

切

a
E
s
g
a言
語

匂
皇
・

hzgh
守

』

』

同

aa・
寵
豊
富
骨
立

a

さ
は
異
る
も
の

な
わ
さ
慣
ぜ
し
一
人
で
あ
の
ま
す
か
、
偶
守

hF4
〉露。泊。』・.司

ω異
見
が
あ
る
た
め
じ
、
遊
・
い
此
等

ω三
薗
を
也
鞍
軒
兜
す
ゐ
こ
さ
じ
激

し
&
し
た
。

元
M
R
菌
の
異
嗣
に
つ
き
異
論
あ
る
掛
合
令
考
ふ
る
に
.
多
〈
は
娠
紀
後
が
錨
草
じ
温
竃
ぎ
し
が
.
見
は
原
薗
さ
の
応
酬
思
軒
究
を
院
き
し
が
た の



-nu--'
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a，u
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.
 、t
t
e
h
a，
K
相
何
気
rd
医師富
mve獲
集
に
掛
め
ま
し
大
E

挙

』N
Eえ
-

h
四

2
Z
菌
は
之
れ
を

よ
り

同
長
・
寵
豊
富
含
量

は
之
れ
を
灘
元
氏
よ
り
得
る
こ
さ
が
出
来
、
岬
〈
』

HE

mv・
原
菌
さ
比
較
し
て
同
て
こ
認
め
た
る
も
の
を
使
用
し
て
.
何
れ
も
比
較
研
究
に
供
し
ま
し
た
。

悲
じ
地
柑
研
究
は
主
ざ
し
て
形
態
、
培
養
及
生
理
上
の
性
質
じ
っ
き
て
行
ひ
.
粂
て

〉
‘
吋
〉

Z
O
M
C司
吃

ゐ
丸
白
書
官

ad苦

は
私
仲
轟
に

印
丞
同
‘
門
町
同

沼
〉
岡
、
問
。
句
司

の
原
肥
殺
さ
も
針
服
す
る
こ
さ
に

致
し
ま
し
た
。
其
の
結
果
.

先
づ
彩
服
上
よ
り
見
れ
ば
〔
表
書
照
〕

』
N
E
a
・
主
君
置
昌
司

5
は
短
梓
蹴
な
る
じ
針
し

喝、、.

は
輔
副
筑
梓
蹴
を
な
し
‘
又

切
aa-
h叫e
a
a

E a 

s 
霊
E 
" 

』
四

g
a
-
R
E
S
8
3aa

は
。
・
由
l
凶・
e
x
t・4le--
、
な
る
に
制
到
し

の
大
さ
で
其
の
間
心
多

匂向。
F

匂
宮
豆

守
』

さ仲山一-・.ド
l
上回・∞

X

0
・A
M
l
a
c
-
∞

少
の
謹
・
か
あ
り
志
す
。
向
鞭
宅
は
一
-
一
薗
共
何
れ
も
極
毛
主
ざ
し
て
}
極
生
鞭
毛
な
る
が
.

匂
aoF

主
E
a宮

gh書

は
一
一
極

p
h
1
乃
歪
3
本‘

L
w
a
h叫
倉
昌
三

さ
は
一
極
に
2
乃
至
δ
本
の
差
・
か
あ
り
ま
す
。

守、，

匂

a
-魯
草
習
を
h
白』

wEh叫
S
三

成

は

』
同

E・
芭

zgte
さ
の
閉
じ
は
多
少
さ
も
差
巣
が
あ
り
ま
す
が
、
切
星
-hr露
呈

tJ'、

.図
書
見
・
芭

S
E
a
-
d着
. 、
‘・・

命
、
』
切
毎
回
同
・
軍
属
草
守
色
白

さ
は
全
く
同
}
で
其
の
閉
じ
は
龍
織
す
べ
き
差
を
認
め
ま
せ
ん
。

命
培
養
上
よ
り
見
れ
ば
(
表
書
照
)

各
薗
三
も
培
養
器

ω種
類
に
よ
り
夫
々
多
少
の
差
異
を
現
は
す
.
か
‘
主
な
る
艶
は
、
撞
乳
に
於
け
る
培
養
基
慶
色

ω有
無
、
肉
汁
袋
一
大
円
い

於
け
る
培
養
迭
の
慶
色
及
楽
苦
情
の
高
.
質
.
ゼ
ラ
チ
ン
培
養
基
に
於
け
る
培
養
基
の
搭
否
で
あ
の
ま
す
。

更
に
生
理
上
よ
り
見
れ
ば
(
表
書
照
)

紛
臨
怖
の
細
菌
病
菌
へ

E
a
-
ω
g
E
=同
)
と
煙
車
め
立
結
街
蘭
ハ

E
R
-
S
F
E
n
2
2
2
d

及
胡
嗣
酬
の

wm齢
圃
円
前
ハ
ロ

R
F
S
E富山
no-る
と
の
比
絞

二
六
五



都
臨
め
細
世
間
病
菌
ハ
-
Z
R
-
ω
2
5
d
C
と
鮪
尊
の
立
結
病
菌
ハ
p
・a
-
S
F
E
R
O
P
E
S
)

及
胡
臓
の
斑
動
病
菌
ハ
z
p
a-で
Z
E
r
o
F
p
d
と
の
出
以

三
薗
さ
も
多
少
の
差
異
あ
る
も
就
中
著
し
き
艶
依
.
メ
チ
レ
シ
青
培
養
基
に
於
け
る
樋
色
の
有
無
‘
蛾
及
ア
F
b
p
嶋
生
の
度
、
硝
階
還

元
力
の
有
録
、
溢
度
、
日
光
、
乾
燥
並
に
食
塩
に
劃
す
る
施
抗
力
等
で
あ
hv
ま
す
。

さ
』
N
K
H
a

望
書
偽
草
骨
造

a

以
上
を
揺
費
す
る
に
、

二
六
六

切

ah引g
z

さ
は
全
〈
相
同
じ
4
.
叉
此
等
耐
用
者
は

さ
興
る

M
E
a
-
担
号
制
温
勘
定

R
3
s
a

冨
〉
F
即
日

C
司】司、

4
b
の
な
る
こ
さ
が
肯
定
し
縛
ま
す
ω

然
る
に
従
来
此
等
の
異
同
・
か
論
議
せ
ら
れ
た
の
は
、

一
面
に
は
原
菌
の
抱
較
研
究
を
峡
き
し
じ
も
よ
る

の
肥
畿
の
不
備
が
原
因
で
あ
る
ニ
さ
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
さ
思
ひ
ま
す
。

さ
は
云
へ

.
R

今

2
・E
Lる
き
a

の
配
載
さ
以
上
一
ニ
閣
の
件
質
さ
を
比
較
す
る
に
.

の
-mす
防
長
俊
Z
号

認
〉

r
R
C
'・喝

の
病
徴
さ
』

E
・

3
E
E
の
夫
れ
さ
は
梢
異
る
さ
ニ
ろ
・
か

の
性
質
Z
は
全
〈
相
一
致
し
、
叉

あ
り
ま
す
。
そ
れ
e
か
た
め
曾

τ

0
.
叉

N
w
a
n
s
a
E
S
E
 

tぬs 
Z

M

W
白
色
・
賀
事
若
島

E
a

要
す
る
に
』

ra・
匂

sag-

Nwaa・
句

F
Z
S札

は

HH-a-邑
S
5
5言

さ
は
全
く
呉
る
種
類
な
り
さ
云
ふ
・
回
さ
が
出
来
志
す
。

(

M

J

選
爵
汁
局
M
庁
汁

'm

認
〉
戸
保
。
剛
『
喝
の
』

Ha・匂
S
Z
の
配
織
さ
慰

a
-
a
g
s
g
S一

』
頃

R
h引
w
z
z
eか

三
岡
ご
植
な
り
さ
推
定
せ
ら
れ
た
の
以
無
理
か
ら
ぬ
こ
さ
で
あ

M
w
a
-
E
S
S
E習

t孟

さ
は
全
然
風
向
る
が
た
め
に
、

さ
同
一
な
h
v
さ
せ
る

』

w
a
-
E
S
E量
gm雷

b国
主

句
史

-ages-s

2
.か
相
異
る
も
の
さ
決
定
せ
ら
れ
し
は
、
強
ち
不
嘗
で
は
な
い
ま
思
ひ
ま
す
。

は

さ
嗣
一
で
、

ME・
3
主
主
白
は

N
E・
告
Z
Z
の

迂

2
2
3
で
あ
り
‘
耐
し
て

N
曹長・

5
3骨三
a

E
n
F
m勾
Z
Z
-
F
2・包
B
R
E
Eヨ
M
E
2・
5
民主
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仔
忽

民

u
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r
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w
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E
F
S
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H
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R
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w
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-
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大 さ

形

F襲 毛

く2)燈雪量上の比唆

法 筑 倍 釜

肉 7十 重E 天

馬 鈴 薯 寒 天

Iij鈴 薯卒盤 紫哲Eの高さ

• 
肉汁ゼラチンく溶解〉

く3) 生理上の比絞
l、

メチレン背倍養基の銀色

酸及アJt-カFノ成生 Gl"回前添加

" Lactose添加

硝酸聾還元作用

温度との関係 死滅温度

1.2-?.8xO.6ーり.8P 

ー骨 長 稗 獄

極 毛 2-5 本

責 捜

無 警護

僚かに縄獲

扇 弓i

，、. 
タ 質

情(+-+)

骨f. く2 目、

酸

アルカJ1 (pH8) 

O.9-2.0X9.fj-').Il P. 

短 稗 獄

極 毛 1-3 本

無 獲

量世環を生じ暗縞溌

黒 鑓

中 凸

結 脹 質

::1= 

+ く8 日〉

アル'}J J1 

アルカリ (pH7.6) 

+ 
[，20 C 

号室醤~..醤陸 (sact. Sesami) "'"喝事唯@柑誕.. :笹 (Uact.・olanacear回。
縦揺.~樹語.~I樫I..B.ct. 輔amico\a') ....，~強.

1，.2-3.・IJXO.6-U.8P 

司曾 長 梓 朕

極 毛 2--5本

貨 型軽

無 嬰

無t !!l! 

肩 卒

...~ タ • 
情(+-:) 

it十 に2 日】

酸

アルカリ くpH8.2)

490 C 

11i<41 



軽自重Q.Ii事E~極 (lla<:t. 伝:sami) 剖底輯Q材担酷密 (ß:l ct. solanacea.rum) 
戸建寝醤@極超~.憧 (8act. sesamicol ，) .，IJ~迫醤
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銭ー高温度
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